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賛
成
討
論

反
対
討
論

　6月定例会は、5月29日から6月20日までの23日間の日程で開催され、教育

長の任命等人事案件4件・条例の一部改正8件・戸原こども園新築工事請負契

約の締結等契約案件3件・平成30年度一般会計予算の補正などの市長提出議案

26件が審議され、全ての議案を可決しました。

　6月定例会は、5月29日から6月20日までの23日間の日程で開催され、教育

長の任命等人事案件4件・条例の一部改正8件・戸原こども園新築工事請負契

約の締結等契約案件3件・平成30年度一般会計予算の補正などの市長提出議案

26件が審議され、全ての議案を可決しました。

第80回 宍粟市議会定例会宍粟市議会定例会宍粟市議会定例会

宍
粟
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
の
専
決
処
分

（
専
決
第
　
号
）
の
承
認

【
議
案
内
容
】

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
兵
庫

県
が
国
民
健
康
保
険
に
係
る
財
政
運
営

の
責
任
主
体
と
な
る
こ
と
に
伴
う
改
正
、

課
税
限
度
額
を
54
万
円
か
ら
58
万
円
に

引
き
上
げ
る
改
正
及
び
低
所
得
者
に
係

る
保
険
税
軽
減
判
定
の
た
め
の
所
得
基

準
額
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
討
　
論
】

　
　
　
　
　
軽
減
世
帯
拡
大
は
必
要
で

あ
る
が
、
限
度
額
引
き
上
げ
に
よ
る
増

収
分
を
中
間
層
部
分
に
回
し
て
負
担
増

を
抑
制
す
る
や
り
方
で
は
、
結
果
的
に

全
て
の
世
帯
の
負
担
増
に
つ
な
が
っ
て

し
ま
う
。
全
て
の
加
入
者
の
保
険
料
軽

減
の
た
め
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
今
回
の
改
正
は
、
地
方
税

法
等
の
改
正
に
伴
う
改
正
で
あ
り
、
低

所
得
者
及
び
中
間
所
得
者
に
配
慮
し
た

改
正
で
あ
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な

医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
改

正
で
あ
る
。
関
係
政
令
の
公
布
が
年
度

末
で
あ
っ
た
た
め
、
急
を
要
す
る
た
め

の
専
決
処
分
で
あ
り
適
切
と
判
断
し
賛
成
。

◎
議
決
結
果

　
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約
の

締
結

件
　
名
　

　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
Ｃ
Ｄ
１
型
２
台

契
約
相
手
方

　
姫
路
市
白
国
２
丁
目
1
3
番
１
号

　
株
式
会
社
　
藤
井
ポ
ン
プ
製
作
所

契
約
金
額

　
２
千
７
百
7
9
万
９
千
２
百
円

配
備
先

　
一
宮
支
団
第
２
分
団
東
市
場
部

　
一
宮
支
団
第
４
分
団
三
方
町
部

◎
議
決
結
果

　
全
会
一
致
で
原
案
可
決

戸
原
こ
ど
も
園
新
築
工
事

請
負
契
約
の
締
結

契
約
相
手
方

　
宍
粟
市
山
崎
町
須
賀
沢
１
２
０
８
番
地

　
八
幡
建
設
株
式
会
社

契
約
金
額
　
３
億
７
千
５
百
8
4
万
円

（
仮
称
）一
宮
北
認
定
こ
ど
も
園

新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
相
手
方

　
宍
粟
市
山
崎
町
宇
原
３
４
５
番
地

　
上
林
建
設
株
式
会
社

契
約
金
額
　
３
億
３
千
８
百
４
万
円

◎
議
決
結
果

　
２
議
案
と
も
全
会
一
致
で
原
案
可
決

実
友
　
勉

西
本
　
諭

榧
橋
美
恵
子

林
　
克
治

大
畑
利
明

飯
田
吉
則

神
吉
正
男

田
中
一
郎

浅
田
雅
昭

田
中
孝
幸

大
久
保
陽
一

今
井
和
夫

東
　
豊
俊

山
下
由
美

宮
元
裕
祐

津
田
晃
伸

（
議
　
長
）
議決結果

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　　　　案

■議決結果

宍粟市国民健康保険税条例の一部改正の専決
処分（専決第16号）の承認について

○・・・賛成 （採択）　　×・・・反対 （不採択）

可　決
（賛14、反1）

■以下の議案は全会一致で可決しました

●教育長の任命等人事案件4件　●税条例の一部改正等専決処分の承認3件　●農業共済条例の全部改正　●税条例

の一部改正等条例改正8件　●交通災害共済組合規約の変更　●市有財産の処分　●債権の放棄　●平成29年度一

般会計補正予算（第8号）の専決処分　●平成30年度一般会計予算の補正　●消防ポンプ自動車の購入契約　●損

害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定　●市道路線の変更　●戸原こども園新築工事請負契約の締結　●（仮称）

一宮北認定こども園新築工事請負契約の締結　
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教
育
長

企
画
総
務
部
長

企
画
総
務
部
長

教
育
長

問

教
育
日
本
一
！
子
ど
も
た
ち
が

　
　
　
生
き
生
き
輝
く
宍
粟
市
に

教
職
員
が
は
た
ら
き
や
す
い

教
育
環
境
づ
く
り
に
と
り
く
む

市
長

市
長

市
長

問

問市
長

問

問問 　
　
子
ど
も
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
る
姿
が
、
保
護
者

の
希
望
で
あ
り
地
域
の
喜
び
だ
。
更
に

子
ど
も
た
ち
の
あ
ふ
れ
る
笑
顔
が
、
市

が
進
め
て
い
る
定
住
促
進
に
も
つ
な
が

る
。
先
生
の
笑
顔
が
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
に
つ
な
が
る
。
長
時
間
労
働
で
疲
れ

た
先
生
の
現
状
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
に
も
宍
粟
市
の
将
来
に
も
マ
イ
ナ
ス

だ
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
教
職
員

の
働
き
や
す
さ
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
教
職
員
が
は
た
ら
き
や
す
い
教

育
環
境
づ
く
り
に
と
り
く
む
。

　
　
　
　
教
職
員
の
時
間
外
勤
務
を
再

調
査
し
、
勤
務
時
間
適
正
化
に
と
り
く

む
。

　
　
宍
粟
市
近
郊
に
住
ん
で
い
る
宍
粟

市
出
身
の
人
を
、
宍
粟
市
住
民
の
「
準

家
族
」
と
し
て
、
市
の
主
催
事
業
な
ど

に
も
招
待
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
市
外
の
方
々
に
宍
粟
市
に
足
を

運
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
案
内
、
招
待
の

方
法
を
工
夫
す
る
。

　
　
「
も
の
づ
く
りD

r.K
id

sK
e
y

ア
カ

デ
ミ
ー
」
「
国
際
交
流
協
会
の
お
茶
ッ

ト
ル
ー
ム
」
な
ど
民
間
の
英
知
も
導
入

し
、
教
育
日
本
一
の
施
策
を
。

　
　
　
　
民
間
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
生
む
力
を
身

に
着
け
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
い
。

　
　
草
刈
り
・
ゴ
ミ
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
下
さ
っ
て
い
る
方
々
の
思
い

で
も
あ
る
「
宍
粟
市
空
き
缶
等
の
ポ
イ

捨
て
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
の
一
層

の
市
民
周
知
を
さ
れ
た
い
。

　
　
　
市
民
周
知
に
関
し
て
、
ま
だ
ま

だ
充
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

啓
発
活
動
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
く
。

　
　
市
民
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
、
「
ま
た
行
き
た
い
」

と
思
え
る
遊
具
が
あ
り
、
親
世
代
も
健

康
増
進
に
活
か
せ
る
公
園
整
備
を
さ
れ

た
い
。

　
　
　
「
城
の
子
公
園
」
や
「
か
み
か

わ
緑
地
公
園
」
な
ど
多
く
の
市
民
が
楽

し
く
集
え
る
公
園
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
子
育
て
環
境
の
充
実

に
む
け
公
園
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

問

答

千
種
拠
点
づ
く
り
の
図
面

　
町
民
に
分
か
り
や
す
く
提
示
を

見
え
る
形
を
意
識
し
て
行
う

市
長

問問 　
　
２
０
１
５
年
か
ら
の
３
年
間
で
も

市
外
か
ら
54
世
帯
が
移
住
し
て
き
て
い

る
。
そ
れ
以
前
も
含
め
れ
ば
も
っ
と
お

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
お
互
い
の
情
報
交
換

や
行
政
へ
の
要
望
、
ま
た
、
今
後
の
移

住
希
望
者
の
相
談
の
場
と
し
て
、
移
住

者
の
集
ま
る
会
を
作
れ
ば
ど
う
か
。

　
　
　
「
集
い
の
会
」
を
つ
く
り
、
継

続
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
千
種
拠
点
づ
く
り
検
討
委
員
会
で

こ
の
６
月
に
一
応
の
結
論
が
出
さ
れ
た
。

９
月
頃
に
は
素
案
の
図
面
と
絵
が
で
き

る
。
そ
れ
を
で
き
る
限
り
、
町
民
す
べ

て
に
示
し
て
、
み
ん
な
か
ら
意
見
を
聞

い
て
も
ら
い
た
い
。
時
間
が
か
か
り
効

率
が
悪
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が

あ
と
に
生
き
て
く
る
。
民
主
主
義
は
効

率
が
悪
い
、
し
か
し
、
そ
の
過
程
が
大

切
。

　
ま
ず
、
千
種
町
全
戸
に
図
面
・
わ
か

り
や
す
い
絵
を
配
布
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
今
ま
で
同
様
、
市
の
広

報
に
は
さ
ん
で
千
種
町
内
全
戸
に
配
布

し
て
い
た
形
で
、
で
き
る
だ
け
見
え
る

形
を
意
識
を
し
て
行
い
た
い
。

　
　
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
消
防
団
等

の
若
い
方
々
に
も
同
じ
も
の
を
配
布
し

て
も
ら
い
た
い
。
家
に
配
っ
て
も
見
な

い
若
者
も
多
い
の
で
。
そ
う
や
っ
て
若

者
の
意
見
も
直
接
聞
く
と
い
う
姿
勢
を

見
せ
て
も
ら
い
た
い
。

　
折
角
の
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
、
「
み
ん

な
で
考
え
て
作
っ
た
」
と
い
う
体
験
を

全
町
民
が
持
て
る
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を

お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
い
ろ
ん
な
方
々
に
意
見

を
い
た
だ
く
、
議
論
が
深
ま
る
工
夫
を

し
て
い
き
た
い
。

問

答

今井　和夫

大久保 陽一



市
長

市
民
生
活
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

問

「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
に

　
　
　
市
の
支
援
制
度
を
早
急
に
！

市
全
体
の
指
定
が
完
了
す
る

　
　
ま
で
に
は
方
向
を
示
す

問問

建
設
部
長

問

　
　
「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（
レ

ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
」
に
指
定
さ
れ
た
場
合

の
「
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
か
ら
移
転
す
る
場

合
の
費
用
支
援
」
「
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の

建
築
物
を
改
修
す
る
場
合
の
費
用
支
援
」

「
そ
の
他
の
支
援
措
置
」
等
の
支
援
制

度
を
早
急
に
制
定
し
な
い
と
、
指
定
を

受
け
た
市
民
は
、
不
安
だ
け
が
残
り
、

ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
、
怒
り
さ
え
感

じ
る
。
速
や
か
に
、
支
援
制
度
を
制
定

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。
 

　
　
　
　
　
Ｈ
32
年
度
に
市
全
体
の
レ

ッ
ド
ゾ
ー
ン
指
定
が
完
了
す
る
。
そ
れ

ま
で
に
は
、
何
ら
か
の
方
向
を
出
し
て

い
く
。

　
　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
を
指
定
す
る
時
は
、

市
民
目
線
で
の
納
得
の
い
く
説
明
と
対

処
方
法
を
必
ず
示
し
て
下
さ
い
。
又
、

県
の
「
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
」
の

事
業
内
容
・
採
択
要
件
等
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
事
業
内
容
は
、
降
雨
や
地

震
な
ど
に
伴
っ
て
発
生
す
る
が
け
崩
れ

災
害
に
対
し
、
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施

設
等
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
の

命
を
守
る
事
業
で
す
。
採
択
要
件
は
、

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
の
う
ち
、
崩

壊
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
可
能
性
の
あ

る
人
家
が
５
戸
以
上
で
斜
面
の
傾
斜
が

水
平
面
に
対
し
て
30
度
以
上
か
つ
高
さ

が
５
ｍ
以
上
の
斜
面
で
人
家
に
被
害
を

及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
箇
所
が
、
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
　
そ
の
他
の
「
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

に
関
す
る
事
業
」
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
土
木
関
係
は
無
い
が
、
農

林
関
係
の
治
山
事
業
が
あ
る
。
保
全
対

象
と
な
る
人
家
が
５
戸
以
上
の
場
合
、

県
主
体
で
事
業
を
行
う
。
５
戸
未
満
の

場
合
で
も
市
主
体
で
事
業
を
行
う
が
、

地
元
負

担
が
必

要
と
な

る
。

問

答

病
児
・
病
後
児
保
育
へ
の

　
　
　
　
　
取
り
組
み
状
況
は

開
設
場
所
・
実
施
主
体
等
の

　
　
　
協
議
を
進
め
て
い
る

市
長

問問 　
　
病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て
現

状
の
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
平
成
31
年
度
開
設
を
目
指
し
て
、

庁
内
関
係
部
局
の
横
断
的
な
体
制
に
よ

り
、
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
開
設

場
所
・
実
施
主
体
等
、
具
体
的
な
計
画

が
ま
と
ま
り
次
第
、
年
度
内
の
補
正
対

応
等
も
視
野
に
入
れ
準
備
を
進
め
て
行

き
た
い
。

　
　
子
育
て
世
代
か
ら
要
望
が
あ
る
可

燃
ご
み
の
週
２
回
収
集
に
つ
い
て
、
そ

の
必
要
性
に
つ
い
て
の
状
況
把
握
等
を

行
っ
た
上
で
実
証
計
画
を
立
て
て
い
る

の
か
。
何
を
持
っ
て
検
証
・
判
断
す
る

の
か
。
デ
メ
リ
ッ
ト
に
挙
げ
て
い
る
、

収
集
経
費
の
増
、
地
元
管
理
の
負
担
増

へ
の
対
応
は
。
紙
お
む
つ
等
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
世
帯
を
含
め
、
在
宅
介
護

を
さ
れ
て
い
る
場
合
も
苦
慮
さ
れ
て
い

る
。
収
集
回
数
を
増
や
す
以
外
に
、
保

管
ボ
ッ
ク
ス
等
の
補
助
対
策
に
つ
い
て

の
研
究
も
並
行
し
て
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
　
　
　
　
週
２
回
収
集
以
外
に
つ

い
て
も
考
え
た
が
、
に
し
は
り
ま
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
受
入
れ
が
困
難
と

い
う
こ
と
で
、
週
２
回
収
集
の
実
証
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
ご
み
の
減
量
化
と

は
、
相
反
す
る
こ
と
に
な
る
が
更
な
る

減
量
化
に
協
力
頂
き
、
経
費
の
削
減
に

も
努
め
る
こ
と
を
考
え
て
行
き
た
い
。

　
　
「
宍
粟
市
版
若
者
会
議
」
と
い
う

こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
位
置

付
け
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

単
に
、
若
者
の
意
見
を
聴
く
と
い
う
の

で
は
な
く
、
先
進
事
例
の
様
に
事
業
提

案
に
対
し
て
、
予
算
を
付
け
て
行
く
よ

う
な
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
考
え
は
な

い
の
か
。

　
　
　
若
者
に
、
自
分
た
ち
が
街
を
創

っ
て
行
く
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た

だ
く
事
は
重
要
な
こ
と
で
、
そ
こ
へ
は

段
階
を
踏
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。
将
来
に
向
け
方
向
を
間

違
え
な
い
よ
う
に
進
め
て
行
き
た
い
。

問

答

飯田　吉則

田中　孝幸



企
画
総
務
部
長

産
業
部
長

産
業
部
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

産
業
部
長

問企
画
総
務
部
長

問

観
光
振
興
の
た
め
に

　
情
報
連
絡
会
の
設
置
を

情
報
共
有
の
た
め
の

　
　
取
り
組
み
を
考
え
る

市
長

問問

問

　
　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
行
わ

れ
た
山
崎
地
区
　
大
歳
神
社
の
藤
ま
つ

り
で
は
、
藤
の
開
花
時
期
が
ず
れ
て
し

ま
い
、
見
ご
ろ
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い

た
事
は
残
念
で
し
た
。
し
か
し
、
多
く

の
お
客
様
で
通
り
を
埋
め
尽
く
し
て
い

ま
し
た
。
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

　
　
　
千
年
藤
の
生
育
と
保
全
は
非
常

に
繊
細
な
も
の
で
、
一
時
期
非
常
に
厳

し
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
保
存
会
の
方
々

の
手
入
れ
に
よ
っ
て
今
日
が
あ
る
と
思

っ
て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た
い
事
で
す
。

藤
ま
つ
り
は
市
内
の
各
種
団
体
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
、
実
行
委
員
会
形
式

で
運
営
を
し
て
頂
い
て
い
る
。
商
店
街

や
「
よ
い
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、
女

性
グ
ル
ー
プ
「
夢
マ
ル
シ
ェ
」
等
の
活

力
に
よ
り
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ

い
た
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
り
宍
粟
市
の

活
力
が
更
に
増
大
す
る
よ
う
に
、
今
後

も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
交
流
人
口
の
拡
大
は
、
平
日
の
来

訪
者
を
増
や
す
事
も
大
切
で
、
個
人
旅

行
者
の
関
心
ご
と
は
団
体
旅
行
者
の
そ

れ
と
は
違
い
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
で

あ
る
。
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
見
ど
こ

ろ
等
へ
の
移
動
手
段
や
所
要
時
間
を
季

節
ご
と
に
伝
え
る
事
は
出
来
な
い
も
の

か
。
ま
た
郷
土
愛
に
あ
ふ
れ
る
活
動
を

さ
れ
て
い
る
関
係
者
が
集
ま
り
、
現
場

の
ニ
ー
ズ
に
根
ざ
し
た
観
光
情
報
を
共

有
す
る
連
絡
会
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
旬
の
情
報
を
上
手
く
整
理

し
、
集
客
・
宿
泊
施
設
に
行
き
渡
る
よ

う
に
努
め
る
。
ま
た
（
仮
称
）
観
光
情

報
連
絡
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
宍
粟

の
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
の
あ
ら
ゆ
る
情
報

等
を
共
有
す
る
取
組
み
を
考
え
る
。

　
　
公
共
交
通
の
運
行
方
法
の
最
適
化

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
考
え
る
際
に
、

乗
り
継
ぎ
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う

に
ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
利
便
性
を
向
上
さ

せ
、
市
外
か
ら
の
観
光
者
に
も
、
し
ー

た
ん
バ
ス
で
市
内
を
巡
っ
て
も
ら
え
る

環
境
づ
く
り
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姫
路
駅
・
新

宮
駅
・
神
戸
三
宮
の
広
域
路
線
や
市
外

連
絡
路
線
と
の
連
携
に
よ
り
、
観
光
人

口
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

　
し
ー
た
ん
バ
ス

の
再
編
に
あ
た
っ

て
は
、
市
外
か
ら

の
観
光
者
の
移
動

手
段
も
主
な
目
的

と
し
て
い
る
。

問

答

市
内
で
モ
ノ
や
資
金
等
が

　
　
循
環
す
る
経
済
の
推
進
を

起
業
や
事
業
所
支
援
策
な
ど
で

　
　
　
　
推
進
し
て
い
き
ま
す

市
長

問問 　
　
市
の
発
展
に
む
け
た
取
組
み
に
は
、

市
内
の
雇
用
の
創
出
や
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
市
内
で
モ
ノ
や
資
金
等
が

循
環
す
る
地
域
経
済
の
推
進
策
に
は
、

市
民
の
こ
こ
ろ
に
訴
え
る
施
策
も
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
取
組
み
を
伺
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
起
業
や
事
業
所
支
援
策
で

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
消
費
の

あ
り
方
を
市
民
が
考
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
の
で
、
広
報
な
ど
で
啓
発
活
動
に

努
め
ま
す
。

　
　
Ａ
コ
ー
プ
閉
店
や
商
店
の
減
少
に

よ
り
市
民
生
活
に
不
安
や
不
便
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
買
い
物
弱
者
対
策
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
買
い
物
弱
者
対
策
は
市
と
し
て

の
役
割
り
が
必
要
で
あ
る
。
検
討
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
食
料
品
店
な
ど
が
運
行
し

て
い
る
移
動
購
買
車
な
ど
は
、
そ
の
購

買
車
の
購
入
補
助
金
な
ど
で
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
こ
れ
か
ら
の
行
財
政
改
革
に
は
、

市
職
員
か
ら
の
さ
ら
な
る
新
規
事
業
や

事
業
改
善
の
提
案
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
市
職
員
が
目
標
意
識
を

持
ち
、
個
人
だ
け
で
な
く
チ
ー
ム
と
し

て
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
　
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
は
、
防
災
や
観
光
の

整
備
に
は
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
今
後

の
整
備
計
画
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
市
庁
舎
や
防
災
拠
点
・

避
難
所
か
ら
整
備
を
進
め
、
人
が
集
ま

る
観
光
施
設
に
も
順
次
整
備
し
て
い
き

ま
す
。

問

答

宮元　裕祐

神吉　正男
三宮行きハイウェイバス



市
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

副
市
長

市
長

問問

教
育
部
長

市
長

問 市
長

問

各
分
野
と
連
携
し
、

　
み
ん
な
の
公
共
交
通
に

路
線
「
廃
止
」
で
は
な
く
、

　
　
　
　
利
用
促
進
を
図
る

　
　
大
型
バ
ス
路
線
の
維
持
と
交
通
空

白
地
域
を
解
消
す
る
た
め
に
事
業
化
し

た
公
共
交
通
再
編
に
つ
い
て
、
バ
ス
運

行
事
業
の
実
績
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
　
交
通
空
白
地
の
解
消
、
低
額
料

金
制
の
導
入
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

市
民
か
ら
は
「
便
利
に
な
っ
た
」
「
友

人
と
市
内
各
地
を
巡
れ
る
」
や
「
便
数

を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
「
今
の
ダ
イ
ヤ

で
は
使
え
な
い
」
等
様
々
な
評
価
が
あ
る
。

市
民
の
移
動
手
段
と
し
て
、
公
共
交
通

の
役
割
が
増
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

さ
ら
に
役
割
を
高
め
て
い
く
。

　
　
各
路
線
の
評
価
は
、
１
便
当
た
り

利
用
者
数
が
概
ね
0.7
人
以
下
は
、
「
路
線

の
統
合
や
必
要
性
自
体
を
検
討
す
る
。」

と
の
考
え
方
だ
が
、
そ
の
指
標
の
み
で

は
不
公
平
な
評
価
に
な
る
。
各
路
線
の

条
件
や
環
境
が
異
な
る
中
、
沿
線
の
人

口
密
度
等
に
左
右
さ
れ
な
い
利
用
率
や

公
費
助
成
額
の
割
合
、
収
支
率
な
ど
、

複
数
の
指
標
に
よ
っ
て
適
切
に
評
価
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
沿
線
人
口
や
対
象
者
の
把
握

が
難
し
い
が
、
路
線
評
価
の
検
討
に
加

え
て
い
く
。
た
だ
、
今
回
の
見
直
し
は
、

廃
止
を
前
提
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。

い
か
に
し
て
路
線
を
守
る
か
移
動
手
段

を
確
保
す
る
か
沿
線
地
域
と
協
議
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
公
共
交

通
と
し
て
、
観
光
客
の
誘
導
・
児
童
の

通
学
利
用
、
福
祉
車
両
の
導
入
、
環
境

負
荷
軽
減
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
と
連

携
し
な
が
ら
、
質
の
向
上
や
利
用
促
進

を
図
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
に
も

祝
日
運
行
は
大
事
で
あ
り
見
直
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ス
利
用
が

医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
様
々
な
分
野

で
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
を
市
民
に
伝

え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
事
業
所
等
に

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
イ
の
働
き
か
け
や
市
内
・

市
外
の
方
々
の
利
用
促
進
に
向
け
た
取

組
み
を
行
う
。

　
　
　
　
　
児
童
の
通
学
利
用
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
活
用
な
ど
検
討
し
て
い
く
。

　
　
「
耳
鼻
咽
喉
」
診
療
の
確
保
は

　
多
く
の
市
民
が
遠
く
の
病
院
へ
の
通

院
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
大
変
苦
労
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　
市
外
の
医
師
が
、
宍
粟
市
で
の

開
業
（
耳
鼻
咽
喉
）
に
む
け
て
検
討
さ

れ
て
い
る
。
順
調
に
進
め
ば
、
来
年
の

今
頃
に
、
遅
く
と
も

８
月
頃
に
は
開
業
で

き
る
見
通
し
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
は
、

開
業
に
向
け
た
市
の

支
援
策
な
ど
、
条
件

整
備
を
図
り
た
い
。

問

答

介
護
保
険
の
負
担
軽
減
を

他
市
町
の
状
況
を

　
研
究
し
判
断
し
た
い

問　
　
介
護
保
険
料
が
今
年
度
引
き
上
げ

ら
れ
、（
基
準
月
額
）
５，
９
０
０
円
が

６，
７
０
０
円
に
な
っ
た
。
全
国
平
均

は
５，
８
６
９
円
で
あ
り
、
兵
庫
県
下

41
市
町
中
で
も
宍
粟
市
は
３
番
目
に
高

い
保
険
料
と
な
っ
た
。
近
隣
の
市
町
の

状
況
は
、
引
き
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
相
生
市
や
赤
穂
市
、
太
子
町
、

上
郡
町
は
引
き
上
げ
を
行
わ
ず
据
え
置

き
、
市
川
町
で
は
引
き
下
げ
が
行
わ
れ

て
い
る
。
介
護
保
険
開
始
時
の
山
崎
町

の
保
険
料
は
２，
６
０
０
円
で
あ
っ
た

の
で
、
現
在
と
比
較
す
る
と
2.5
倍
以
上

の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
負
担
感
が
増
し

て
い
る
。
宍
粟
市
の
現
状
を
見
る
と
、

平
成
28
年
度
末
の
介
護
保
険
料
の
滞
納

額
は
、
３，
９
６
１
万
８，
５
３
３
円
、

滞
納
者
は
実
数
で
３
５
６
名
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
30
年
３
月
30
日
付
で
、

２
０
７
人
２，
５
５
１
万
９，
２
８
０
円

の
不
納
欠
損
処
理
を
行
っ
て
い
る
。
平

成
29
年
度
か
ら
は
滞
納
者
に
対
し
サ
ー

ビ
ス
利
用
時
の
給
付
制
限
も
行
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
が
あ
る
中
、
対

策
を
施
す
こ
と
も
な
く
介
護
保
険
料
を

引
き
上
げ
て
い
る
事
に
は
問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
介
護
保
険
料
は
何
と
か
払
っ
て

も
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
は
そ
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
１
割
な
い
し
２
割

の
料
金
が
い
る
。
今
年
８
月
か
ら
は
一

定
所
得
以
上
の
人
は
３
割
の
利
用
料
負

担
と
な
る
。
そ
の
人
に
必
要
な
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
い
人
た
ち
が
お

ら
れ
る
。
他
市
町
で
実
施
し
て
い
る
よ

う
な
介
護
保
険
の
軽
減
策
を
宍
粟
市
で

も
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
他
市
町
の
状
況
は
研
究
し
て
行

き
た
い
。
そ
の
上
で
宍
粟
市
に
お
い
て

も
妥
当
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
も
含
め

て
判
断
し
た
い
。

問

答

山下　由美

大畑　利明
公共交通バス



ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

教
育
長

問

問 教
育
長

健
康
福
祉
部
長

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
周
知
方
法
は

し
そ
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
で

　
　
　
　
　
　
周
知
し
た
い

市
長

市
長

問

問

　
　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
援
助
や
配
慮
を

必
要
と
さ
れ
る
方
が
所
持
・
携
帯
し
て

い
る
こ
と
は
勿
論
の
事
、
周
囲
で
そ
の

マ
ー
ク
を
見
た
人
が
理
解
し
て
い
な
い

と
意
味
を
持
た
な
い
た
め
市
民
へ
の
周

知
は
ど
の
様
に
。

　
　
　
　
　
　
　
県
に
お
い
て
導
入
が

決
定
さ
れ
、
本
市
で
も
こ
の
４
月
よ
り

希
望
さ
れ
る
方
へ
交
付
を
開
始
し
て
い

る
。
市
民
へ
の
制
度
の
周
知
が
必
要
で

あ
る
事
か
ら
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
の
５
月
号
で
の
掲
載
を
行
っ
た
所

で
す
。
今
後
は
し
そ
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

始
め
様
々
な
機
会
を
活
用
し
て
こ
の
制

度
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
災
害
時
に
備
え
て
、
市
役
所
ロ
ビ

ー
に
「
災
害
対
策
型
カ
ッ
プ
自
販
機
」

の
設
置
を
検
討
す
べ
き
と
提
案
し
た
い
。

又
緊
急
避
難
に
備
え
て
今
使
っ
て
い
る

車
い
す
に
簡
単
に
装
着
出
来
る
「
　
じ

ん
り
き
」
は
、
避
難
時
に
抜
群
の
機
動

力
を
発
揮
し
ま
す
。
安
心
安
全
で
市
民

を
守
る
た
め
ご
検
討
を
。

　
　
　
本
市
に
お
い
て
は
本
庁
舎
・
波

賀
市
民
局
そ
し
て
防
災
セ
ン
タ
ー
に
上

水
道
の
貯
蓄
タ
ン
ク
や
非
常
用
自
家
発

電
の
設
備
を
し
て
い
ま
す
。
お
湯
の
供

給
も
総
合
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
現
在
の
所
は
い
か
が
か
な
と
思

っ
て
い
る
。
「
 

じ
ん
り
き
」
は
被
害

時
に
お
い
て
有
効
な
物
と
思
わ
れ
る
事

か
ら
今
後
、
公
共
施
設
に
お
け
る
導
入

整
備
を
検
討
し
た
い
。

　
　
閉
校
と
な
り
地
域
も
寂
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
体
育
館
に
「
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
」
を
設
置
し
て
頂
き
、
地
域
あ
げ
て

「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
」
が
開
催
で

き
る
と
活
気
が
み
な
ぎ
る
の
で
は
。

　
　
　
学
校
跡
地
の
活
用
は
な
か
な
か

難
し
い
の
が
現
状
、
し
か
し
活
性
化
の

一
つ
と
し
て
協
議
も
し
な
が
ら
情
報
と

し
て
発
信
は

し
て
い
き
た

い
。

問

答

エ
ア
コ
ン
設
置
で

　
学
習
環
境
の
改
善
を

計
画
的
に
推
進
す
る

市
長

問問問 　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
か
ら
14
年
経
過
し
た

状
況
で
、
命
を
守
る
重
要
な
機
器
と
し

て
、
設
置
場
所
・
使
用
方
法
等
を
含
め

て
総
点
検
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
。

　
　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
・
活
用
に
つ
い

て
は
充
分
認
識
を
し
て
お
り
、
今
後
も

普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
24
時
間
３
６

５
日
い
つ
で
も
使
え
る
状
況
が
必
要
で

あ
る
。
市
は
、
設
置
場
所
を
積
極
的
に

市
民
に
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
ス
マ
ホ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
等

を
利
用
し
て
、
現
場
か
ら
一
番
近
い
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
検
索
で
き
る
よ
う
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
や
派

出
所
等
に
設
置
を
含
め
て
改
善
す
べ
き

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
の
安
全

が
保
た
れ
る
よ
う
総
点
検
し
て
い
く
。

　
　
全
国
的
に
は
学
校
現
場
で
も
毎
年

児
童
生
徒
の
心
停
止
の
事
故
が
発
生
し

て
お
り
平
成
23
年
に
起
こ
っ
た
事
故
に

つ
い
て
は
、
２
週
間
前
に
救
急
講
習
を

受
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
救
急
車
到
着

迄
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め
て
、
救
急
処
置
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
為
、
重
大
事
故
と
な
っ

た
事
例
が
あ
る
。
当
市
の
学
校
現
場
に

お
け
る
救
命
教
育
の
現
状
を
伺
う
。

　
　
　
　
消
防
署
の
協
力
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
講

習
を
全
教
職
員
が
毎
年
受
講
し
、
各
現

場
で
機
会
あ
る
ご
と
に
講
習
会
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
達
は
発
達
の

段
階
に
応
じ
て
命
を
守
り
抜
く
た
め
の
、

主
体
的
な
行
動
が
出
来
る
様
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
　
小
中
学
校
に
お
け
る
、
夏
場
の
学

習
環
境
に
つ
い
て
は
、
現
在
扇
風
機
に

よ
る
対
応
で
あ
る
が
、
今
後
は
各
教
室

に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
で
、
よ
り
良
い
学

習
環
境
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
新
設
中
学
校
に
つ
い
て
は
エ

ア
コ
ン
設
置
が

で
き
て
い
る
。

今
後
は
学
習
環

境
に
差
異
が
で

き
な
い
よ
う
に

順
次
計
画
的
に

推
進
し
て
い
く
。

問

答

西本　諭

榧橋美恵子

ＡＥＤ

ヘルプマーク

R

R



一
宮
市
民
局
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

問問

市
長

問

第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
改
善
で
地
域
お
こ
し
企
業
人
を

活
用
し
て
民
間
の
知
恵
と
活
力
を
期
待
で
き
な
い
か

積
極
的
に
民
間
企
業
に

ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け
て
行
く

市
長

問市
長

問 　
　
森
林
大
学
校
の
卒
業
生
を
い
か
に

定
住
さ
せ
る
か
。
卒
業
生
の
進
路
に
つ

い
て
宍
粟
市
の
森
林
業
へ
の
就
職
、
定

住
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
少
子
化

が
進
む
中
、
市
と
し
て
学
生
の
確
保
に

向
け
て
の
施
策
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
第
一
期
生
卒
業
見
込
み
15
名
に

市
で
も
「
緑
の
雇
用
制
度
」
と
い
う
支

援
策
を
創
設
し
て
い
る
。
学
生
の
生
活

環
境
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み
で
さ

ら
に
生
徒
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
　
地
域
お
こ
し
企
業
人
に
つ
い
て
、

兵
庫
県
は
全
国
的
に
も
進
ん
で
い
て
洲

本
市
、
朝
来
市
、
豊
岡
市
で
は
既
に
地

域
お
こ
し
企
業
人
が
活
躍
。
観
光
産
業

で
大
き
な
成
果
が
出
て
い
る
。
市
長
に

市
外
の
企
業
へ
の
人
脈
づ
く
り
に
注
力

し
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
お
願
い
し
た

い
。

　
　
　
募
集
し
て
い
る
が
、
応
募
が
な

い
状
況
。
こ
ち
ら
か
ら
企
業
に
足
を
運

ん
で
カ
ヌ
ー
大
会
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
等

の
宍
粟
市
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
何
を

し
て
も
ら
う
か
を
先
に
決
め
、
ブ
レ
な

い
形
で
企
業
に
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
た
い
。

　
　
第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、
赤
字

で
も
地
域
の
雇
用
に
必
要
な
価
値
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
第
三
セ
ク
タ
ー

の
経
営
改
善
に
地
域
お
こ
し
企
業
人
を

活
用
し
て
は
ど
う
か
。
具
体
的
に
は
ア

ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
企
業

等
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け
て
行
く
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
市
に
は
第
三
セ
ク
タ
ー
が
３
社

あ
り
観
光
振
興
の
拠
点
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
経
営
状
態
は

非
常
に
厳
し
く
、
副
市
長
が
社
長
を
し

て
い
る
現
在
が
ベ
ス
ト
で
は
な
く
、
現

場
に
常
駐
が
で
き
る
人
材
の
登
用
が
望

ま
し
い
。
だ
が
経
営
の
安
定
化
は
課
題

な
の
で
、
地
域
お
こ
し
企
業
人
が
ふ
さ

わ
し
い
の
か
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

提
案
の
あ
っ
た
企
業
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ

を
か
け
る
。
経
営
的
に
は
プ
ラ
ス
マ
イ

ナ
ス
ゼ
ロ
に
持
っ
て
い
き
た
い
。

問

答

保
険
・
医
療
・
福
祉
が
連
携
し
た

　
　
　
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
施
策

地
域
包
括
ケ
ア
の

　
　
　
　
拡
充
を
図
る

市
長

問問 　
　
介
護
保
険
・
医
療
保
険
制
度
が
改

正
さ
れ
て
き
た
。
新
た
な
介
護
保
険
制

度
「
介
護
予
防
、
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
、
地
域
医
療
」
の
も
と
で
介
護
医

療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
当

市
に
お
い
て
は
、
平
成
30
年
度
に
、
第

7
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
・
障
害
者
福
祉
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
次
な
る
宍
粟
の
考
え
方
、
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
宍
粟
市
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
が
目
指
す
２
０
２
５
年
の
将
来
像
①

地
域
で
安
心
し
て
つ
な
が
り
を
持
ち
な

が
ら
生
活
で
き
る
②
生
活
の
し
づ
ら
さ

が
生
じ
た
と
き
、
家
族
や
近
隣
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
③
切
れ
目
の
な
い
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
個
々
の
状
態
に
応
じ
て

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
④
個
人
の
尊
厳

や
財
産
を
守
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
る
⑤

在
宅
で
の
看
取
り
が
で
き
る
。
こ
の
５

点
を
基
本
と
す
る
新
た
な
施
策
の
展
開

を
進
め
る
。

　
　
保
険
者
機
能
の
強
化
、
地
域
支
援

事
業
な
ど
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
法
改
正
に
よ
り
自
立
支

援
や
重
度
化
防
止
の
取
り
組
み
が
制
度

化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
課
題
の
分
析
や

達
成
度
の
実
績
評
価
を
し
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。
多
職

種
と
の
連
携
に
よ
り
地
域
づ
く
り
の
手

段
と
捉
え
積
極
的
に
進
め
る
。

　
　
慢
性
期
医
療
や
介
護
ニ
ー
ズ
の
対

応
と
し
て
「
介
護
医
療
院
」
の
制
度
が

創
設
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
 

 

市
内
に
は
介
護
療
養
型

医
療
施
設
は
な
い
が
、
こ
の
制
度
は
、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
や
医
療
療
養
病

床
か
ら
の
転
換
と
な
る
た
め
、
現
在
は

創
設
の
想
定
は
し
て
い
な
い
。

　
　
一
宮
北
部
の
活
性
化
を
図
る
た
め
「
御

形
の
里
づ
く
り
事
業
」
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
日
本
一
の
風
景
街
道
づ
く

り
事
業
と
合
わ
せ
て
広
範
囲
に
渡
る
継

続
的
な
整
備
計
画
を
求
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
平
成
29
年
度
に
整
備
し
た

複
合
遊
具
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

に
つ
い
て
は
、
既
に
た
く
さ
ん
の
利
用

者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
一
宮
北
部
の
未

来
に
つ
い
て
、
一
宮
北
部
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
に
お
い
て
、
地
域
資
源
の
発
掘

と
活
用
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
市
と
し

て
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
が
形
と
な
っ

て
現
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

問

答

田中　一郎

津田　晃伸



産
業
部
長

交
流
人
口
を
増
や
す

　
　
　
　
対
策
に
つ
い
て

地
域
資
源
を

最
大
限
活
用
し
て
取
り
組
む

市
長

問　
　
交
流
人
口
を
拡
大
し
、
地
域
が
活

性
化
し
た
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
そ
う
と
「
ふ
る
さ
と
宍
粟
観
光

条
例
」
を
制
定
し
、
様
々
な
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
「
観
光
地
と
し
て

の
認
知
度
が
低
い
」
「
観
光
地
と
し
て

の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
」

と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
観
光
地
と
し
て
の
認
知
度
を
高
め
、

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
取
り

組
み
を
提
案
し
ま
す
。
市
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

①
宍
粟
市
な
ら
で
は
の
食
べ
物
の
開
発

　
を

　
再
訪
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
の
一
つ

と
し
て
「
食
：
ご
当
地
グ
ル
メ
」
が
あ

る
と
思
う
。
豊
か
な
風
景
と
「
食
」
が

組
み
合
わ
さ
れ
ば
、
ま
た
行
っ
て
み
よ

う
と
い
う
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
う
。

②
観
光
振
興
に
は
、
城
下
町
と
し
て
栄

　
え
た
山
崎
中
心
市
街
地
の
活
性
化
が

　
必
要
不
可
欠

　
地
域
創
生
に
向
け
た
取
組
と
し
て
「
日

本
一
の
風
景
街
道
の
創
造
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
地
域
の
歴
史
や
歴
史
あ
る

ま
ち
並
み
も
風
景
で
す
。

・
趣
あ
る
ま
ち
並
み
の
保
存

・
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
歴
史
資
料
や

酒
造
り
に
関
す
る
資
料
を
一
つ
に
し
た

施
設
整
備
を

　
　
　
「
食
」
は
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド

で
あ
る
。
今
後
と
も
、
観
光
振
興
の
戦

略
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
む
。
ま
た
、

歴
史
資
源
を
保
存
活
用
し
て
、
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　
①
し
そ
う
森
林
王
国
観
光

協
会
を
中
心
に
「
食
」
の
開
発
を
進
め

て
い
る
。

②
山
崎
中
心
市
街
地
活
性
化
委
員
会
の

取
り
組
み
を
支
援
し
、
連
携
し
て
ま
ち

並
み
保
存
を
進
め
る
。

　
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
更
新
も
含

め
、
場
所
や
歴
史
資
料
の
保
存
方
法
を

検
討
す
る
。

問

答

浅田　雅昭

議会だより
広報モニター
頑張っていただ
いています

議会だより
広報モニター
頑張っていただ
いています

　昨年度から始まりました議会だより広報モニ

ター制度。モニターになっていただいた10名の

委員の方には、毎回議会だよりを送らせていた

だき、感想・意見をお願いしています。

　昨年度は２回、今年度はすでに１回、お集ま

りいただき、意見をいただきました。

●行政用語が多く分かりにくい、もっと分かり

　やすい言葉で。

●表紙にインパクトがない。もっと興味をそそ

　るような書き方に。

●議会だよりは見たことがない、もっと市民が

　興味を持つように工夫すべき。

●テーマを決めて特集をしてはどうか。

　等々、様々なご意見をいただきました。

　これらの意見を受けて、広報広聴委員会では

この１年、少しずつですが改良をしてまいりま

した。結果、前回のモニター会議では、以前に

比べてかなり読みやすくなったとの意見もいた

だきました。

　今後もさらに、よりわかり易い内容にと頑張

ってまいります。モニターの皆さま、お世話に

なりますがどうぞよろしくお願いいたします。

　また、市民の皆さまからも「こんなテーマが

欲しい」などの意見がありましたらどしどしお

寄せください。お待ちしています。

2018年5月31日のモニター会議にて2018年5月31日のモニター会議にて



■9月  3日（月）本会議（議案上程）
■9月  6日（木）常任委員会付託案件審査
■9月  7日（金）常任委員会付託案件審査
■9月11日（火）一　般　質　問
■9月12日（水）一　般　質　問
■9月13日（木）一般質問・決算質疑ほか

■9月18日（火）決算委員会
■9月19日（水）決算委員会
■9月20日（木）決算委員会
■9月21日（金）決算委員会
■10月  2日（火）予算決算常任委員会
■10月  5日（金）本会議（最終日）

平成30年度

9月議会
定例会日程
（予定）

合　　計

今井　和夫

山下　由実

東　豊俊

津田　晃伸

宮元　裕祐

公明市民の会

政策研究グループ
グローカルしそう

創　政　会

宍 志 の 会

会派等の名称 収入
収入内訳

政務活動費 調査研究費 研修費 広報費

支　 出　 内　 訳

資料作成費 資料購入費

交付
確定額

人数変更等
に伴う増減

４
（０）

６
（８）

１

０
（１）

０
（１）

０
（１）

１
（０）

１６

２

２

１,２００,０００

０

３６０,０００

３００,０００

交付申請なし

交付申請なし

１５０,０００

１５０,０００

１５０,０００

２,３１００００

-２７０,０００

５４０,０００

０

０

-１３５,０００

-１３５,０００

-１３５,０００

-１３５,０００

９３０,０００

５４０,０００

３６０,０００

３００,０００

１５,０００

１５,０００

１５,０００

２,１７５,０００

８６８,６４０

４１６,５２４

２９２,３９５

２９,０５５

１５,０００

１５,０００

１５,０００

１,６５１,６１４

６.６０％

２２.８７％

１８.７８％

９０.３２％

０.００％

０.００％

０.００％

２４.０６％

９３０,０００

５４０,０００

３６０,０００

３００,０００

交付申請なし

交付申請なし

１５,０００

１５,０００

１５,０００

２,１７５,０００

０

９７,９６０

０

６１,０２０

０

０

０

１５８,９８０

６１,３６０

０

４２,１５６

５３,９１６

０

０

０

１５７,４３２

０

０

０

１４９,０４０

０

０

０

１４９,０４０

０

２８

０

５７

０

０

０

８５

０

２５,４８８

２５,４４９

６,９１２

０

０

０

５７,８４９

６１,３６０

１２３,４７６

６７,６０５

２７０,９４５

０

０

０

５２３,３８６

支　出 戻入額 執行率
人
数

（単位：円）平成２９年度 政務活動費収支報告一覧

※人数欄の（　）の数字は、平成29年度異動前の人数です。

・創政会は、6月末に2名の脱退があり、8名から6名になりました。

・宍志の会は、7月に会派を結成しました。

※公明市民の会は、4月から3月分までのものです。その他は改選後の6月以降の分となります。

※宍粟市の政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に

　資するため必要な経費の一部として一人月額15,000円

　を交付されていますが、透明性を確保するため収支報告

　書の提出に際しては、領収書等の証拠書類の提出が義務

　付けられています。なお、領収書の写しについては、市

　のHPで公表しています。また、各会派が行った先進事

　例調査の報告書もＨＰで公表しています。

【調 査 研 究 費】

　市の事務、地方行財政等に関する調査研究に関する経費

【研 　 修 　 費】

　研究会・研修会の開催又は参加に要する経費

【広 　 報 　 費】

　会派等が行う活動報告及び市政報告を行うための経費

　但し、所属政党や関係団体、個人のものを除く

【広 　 聴 　 費】

　市民からの要望や意見の聴取、市民相談等に要する経費

【資 料 作 成 費】

　活動に必要な資料の作成に要する経費

【資 料 購 入 費】

　活動に必要な図書・資料等の購入に要する経費

※【人件費】【事務所費】は、宍粟市議会では支出しない

　　ことにしています。

政務活動費支出科目

政務活動費・調査研究費の一例

鳥取県日野郡日南町

広島県東広島市河内町小田

広島県世羅郡世羅町

広島県三次市上田町

道の駅を核としたコミュニティ形成

森林・林業の現状と課題及び林業振興の取り組み

営農組合の具体的活動内容と今後の展望について

共和の郷小田の設立経緯と今後の展望

集落営農・営農組織の法人化について

農村における雇用創出

視　察　先 調　査　目　的



　
７
月
５
日
か
ら
降
り
続
く
雨

は
、
時
間
を
追
う
ご
と
に
激
し

さ
を
増
し
、
７
日
未
明
に
は
市

内
で
、
時
間
雨
量
58
ミ
リ
に
も

達
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
空
が

よ
う
や
く
白
み
始
め
る
と
、
被

災
状
況
が
次
々
と
入
り
、
甚
大

な
被
害
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　
家
屋
の
倒
壊
や
行
方
不
明
者

の
情
報
、
道
路
の
通
行
不
能
、

河
川
の
氾
濫
、
山
腹
の
崩
壊
情

報
な
ど
。

　
今
回
の
豪
雨
に
よ
り
、
残
念

な
が
ら
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
が
あ
り
、
痛
恨
の
極
み
で

あ
り
ま
す
。
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
に
心
よ
り
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。

　
ま
た
、
家
屋
の
流
出
や
倒
壊

等
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方

に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
早
期
の
復
旧
、
復
興

を
目
指
し
、
市
の
こ
れ
か
ら
の

災
害
対
策
事
業
を
、
力
一
杯
支

え
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
災
害
は
何
時
来
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
今
回
の
豪
雨
災
害
の

経
験
を
活
か
し
、
万
が
一
の
災

害
も
見
据
え
、
今
後
の
災
害
対

策
を
考
え
て
い
か
ね
ば
と
考
え

ま
す
。

　
宍
粟
市
議
会
議
長

　
 
 
 

　
実
　
友
　
　
勉

お知らせします！

平成30年4月1日現在

世帯数

平成
30年

平成
25年

人口

平成
30年

平成
25年

平成
30年

平成
25年

城下小 戸原小 河東小 神野小 伊水小 都多小 千種小
（地区計）

波賀小
（地区計）

山崎
（地区計）

一宮
（地区計）

合計
はりま
一宮小

一宮北小山崎小
校　区

山崎西小

小学校区別の世帯数と人口!!小学校区別の世帯数と人口!!

2,790

2,739

6,712

7,058

1,299

1,432

1,226

1,530

1,751

1,712

1,771

1,785

665

599

1,687

1,600

4,410

4,459

849

836

1,009

1,143

1,061

1,079

1,134

1,040

357

361

454

468

1,212

1,348

204

250

187

268

306

302

379

401

136

127

1,248

1,193

3,501

3,585

773

782

725

823

888

887

840

852

275

241

926

897

2,553

2,733

470

537

450

582

637

656

738

700

258

258

540

547

1,452

1,592

248

301

249

326

345

395

446

410

164

160

395

398

923

1,026

115

152

137

171

181

215

328

345

162

143

1,111

1,110

2,844

3,152

403

498

453

619

684

758

955

932

349

345

9,151

8,952

23,607

24,953

4,361

4,788

4,436

5,462

5,853

6,004

6,591

6,465

2,366

2,234

1,169

1,227

3,224

3,778

453

603

534

725

712

884

1,030

1,043

495

523

1,725

1,723

4,937

5,487

771

937

819

1,040

1,269

1,428

1,497

1,543

581

539

2,894

2,950

8,161

9,265

1,224

1,540

1,353

1,765

1,981

2,312

2,527

2,586

1,076

1,062

1,427

1,467

3,634

4,178

502

710

523

724

909

1,009

1,140

1,229

560

506

1,141

1,176

2,914

3,358

346

490

432

561

668

861

951

949

517

497

14,613

14,545

38,316

41,754

6,433

7,528

6,744

8,512

9,411

10,186

11,209

11,229

4,519

4,299

宍粟市の未来を描くうえで、５年前と現在の世帯数と人口を比較してみました。
世帯数については、一宮・波賀・千種地区は、131世帯の減少(△2.3%)ですが、山崎地区は、199世帯の増
加(＋2.2%)となっております。市合計は、68世帯の増加(＋0.4%)です。
人口については、一宮・波賀・千種地区は、2,092人減少(△12.4%)し、山崎地区も、1,346人減少(△5.3%)
してます。市合計は、3,438人減少(△8.2%)です。
それぞれの地域の未来を描くうえでも、様々な課題があると思います。
市民の皆さんと共に考えていきます。ご意見・ご要望をお待ちしております。

7月豪雨により被災された皆さんに、謹んでお見舞い申し上げます。

0

19才

平成
30年

平成
25年

20

39才

平成
30年

平成
25年

40

59才

平成
30年

平成
25年

60

79才

平成
30年

平成
25年

80才



　
こ
の
た
び
の
7
月
豪
雨
の
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
悔
や

み
と
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
、
西
日
本
を
襲
っ
た
記
録
的

豪
雨
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

宍
粟
市
で
も
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
方
々
の
支
援
が
急
務
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
よ
う
な
異
常
気
象
の
自
然

災
害
に
よ
り
、我
々
の
静
か
な
日
常
が
、

突
如
と
し
て
一
変
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

を
目
の
当
た
り
に
し
、
自
然
災
害
が

あ
る
意
味
共
存
し
て
行
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
身
近
な
存
在
で
あ
る
と
改

め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
行
政

は
早
急
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
再
度

周
知
さ
せ
、
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
一

人
が
、
予
測
さ
れ
る
災
害
を
想
定
し

有
事
に
備
え
る
こ
と
が
い
か
に
重
要

か
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
ま
た
林
業
の
衰
退
に
よ
る
斜
面
の

荒
廃
が
土
砂
災
害
を
さ
ら
に
起
こ
り

や
す
く
し
て
い
る
一
因
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
一
度
、
皆
さ
ま
と
一
緒

に
林
業
の
重
要
性
を
見
つ
め
直
し
、

林
業
再
興
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
　
津
田
　
晃
伸

TM

このコーナーでは、市内

で地域づくりに頑張っ

ておられる団体や個人

を広報広聴常任委員会

のメンバーが取材し、皆

さんにお知らせします。

山
崎
本
多
藩
記
念
館

「
宍
粟
山
崎
手
作
り
甲
冑
の
会
」

　
手
作
り
甲
冑
を
通
じ
て
山
崎
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
い
、

甲
冑
を
活
用
し
て
ま
ち
お
こ
し
活
動
を
さ
れ
て
い
る
「
し
そ

う
元
気
げ
ん
き
大
作
戦
」
事
業
の
取
組
み
３
年
目
の
団
体
で

す
。

　
代
表
の
小
林
由
佳
子
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　
『
山
崎
本
多
藩
１
万
石
が
１
６
７
９
年
か
ら
１
９
０
年
間

治
め
て
い
た
「
城
下
町
山
崎
」
の
歴
史
を
伝
え
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
て
い
た
時
「
手
作
り
甲
冑
」
に
注
目

し
、
上
郡
の
「
赤
松
手
づ
く
り
鎧
・
か
ぶ
と
の
会
」
か
ら
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
、
山
崎
城
本
丸
跡
地
に
あ
る
民
俗

資
料
館
と
本
多
記
念
館
の
工
房
で
、
手
作
り
甲
冑
教
室
を
開

催
し
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
鎧
兜
（
よ
ろ
い
か
ぶ
と
）
を
作
っ

て
い
ま
す
。
』

　
完
成
し
た
実
物
を
拝
見
し
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
細
部
の
紐

に
ま
で
こ
だ
わ
り
の
あ
る
作
り
で
、
艶
消
し
塗
装
さ
れ
た
容

姿
は
重
厚
で
風
格
が
あ
り
、
と
て
も
紙
か
ら
作
ら
れ
た

と
は
思
え
な
い
素
晴
ら
し
い
出
来
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
甲
冑
を
作
っ
た
生
徒
さ
ん
た
ち
は
、
姫

路
お
城
ま
つ
り
・
上
郡
白
旗
城
ま
つ
り
・
龍
野
さ
く
ら

祭
や
千
葉
県
大
多
喜
城
の
武
者
行
列
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

参
列
さ
れ
ま
し
た
。
宍
粟
市
内
で
は
長
水
城
ま
つ
り
、

ち
く
さ
ク
リ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
、
一
宮
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、

も
み
じ
ま
つ
り
、
藤
ま
つ
り
な
ど
で
甲
冑
の
着
用
体
験
を
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
11
月
４
日
に
は
、
本
多
記
念
館
・
立
ち
葵
の
会
・

宍
粟
山
崎
手
作
り
甲
冑
の
会
を
中
心
に
実
行
委
員
会
を
作
り
、

第
２
回
「
山
崎
本
多
ま
つ
り
」
を
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
甲

冑
の
着
用
体
験
や
武
者
行
列
、
食
と
雑
貨
市
、
宍
粟
和
太
鼓

ア
ー
ツ
倶
楽
部
に
よ
る
演
奏
な
ど
で
、
伝
統
的
要
素
を
取
り

入
れ
、
侍
の
世
に
こ
だ
わ
り
、
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
よ
う
な
、
本
多
藩
ゆ
か
り
の
歴
史
を
体
感
で
き
る
演

出
を
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
多
ま
つ
り
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
山
崎
本
多

藩
記
念
館
の
代
表
理
事
の
三
木
谷
研
一
さ
ん
が
副
会
長
で
あ

る
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
協
力
で
「
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
サ
ッ
カ
ー
ス

ク
ー
ル
」
を
、
10
月
に
開
催
予
定
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
少
年
た

ち
に
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
今
年
度
よ
り
「
宍
粟
市
山
崎
文
化
協
会
」
に
加
盟
さ
れ
、

江
戸
後
期
以
降
の
宍
粟

の
歴
史
と
文
化
を
継
承

し
て
い
く
事
に
も
注
力

さ
れ
、
地
域
を
活
性
化

さ
せ
る
小
林
さ
ん
た
ち

の
活
動
を
、
今
後
も
応

援
し
て
い
き
ま
す
。

（
取
材
：
神
吉
　
正
男
）


